
  

 

日露戦争時に連合艦隊旗艦であった戦艦「三笠」（上） 
1905［明治 38］年 10月 23日 連合艦隊観艦式（下） 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

     
 

   
 
 

 
                   

旅
行
の
手
配 

  

 

中
２
回
生
の
３
年
次
、
1900

［
明
治
33

］
年
の

日
光
へ
の
修
学
旅
行
は
、
1901

年
７
月
発
行
『
進

修
第
３
号
』｢

修
学
旅
行
記 

日
光
方
面
の
記｣

(

３
年
山
口
鼎
太
郎
・
飯
竹
彦
三
郎)

に
よ
れ
ば
、
次

の
行
程
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

（…

徒
歩 

＝
鉄
道 

～
船
） 

 

10/14 
 

立
田
0500…

藤
沢…

小
田…

北
条…

上
大

島(

昼
食)

…

下
館
1430(

泊)

堺
屋
・
新
巴 

 

10/15 
 

下
館
0600…

関
本
上
～(

鬼
怒
川
・
中
の
渡

し
渡
船)

～
中…

小
金
井
・
国
分
寺…

小

金
井
駅
＝
宇
都
宮
駅…

二
荒
山
神
社…

栃
木
師
範
学
校…

旧
城
跡…

宇
都
宮
駅

1500

＝
1610

日
光
駅…

(

泊)

神
山
・
小
林
ホ
テ

ル 
 

10/16 
 

日
光…

輪
王
寺…

東
照
宮…

霧
降
の

滝…

1700

日
光
・

ホ
テ
ル 

 

10/17 
 

日
光
0600…

裏
見
の
滝…

馬
返
し…

中
禅

寺
湖…
日
光
駅
1700

＝
宇
都
宮
駅
＝
小
山

駅…
(

泊)
角
屋
・
田
中
屋 

 

10/18 
 

小
山
0500…
結
城…

中
～(

鬼
怒
川
・
中
の

渡
し
渡
船)
～
関
本
上…

下
妻(

泊)

常
総

倶
楽
部 

 

10/19 
 

下
妻…

立
田 

 
 

宿
は
一
応
事
前
に
予
約
し
て
い
た
と
し
て

も
、
宿
泊
料
金
の
交
渉
や
部
屋
割
り
な
ど
は
、

当
日
、
本
隊
に
先
立
っ
て
宿
泊
地
に
赴
い
た
担

当(

先
発)

の
先
生
が
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
旅
行
で
、
先
発
を
務
め
た
石
川
重
房
先

生(

国
語)

が
、『
進
修
第
３
号
』｢

旅
の
す
さ
ひ｣

に
、
そ
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

 
｢…

…

。【
10
月
14
日
、
土
浦
を
出
発
し
】
や
が
て
下

館
も
見
ゆ
る
に
、
時
計
は
未
た
十
時
半
な
り
。

掬
飯
【
か
れ
い
ひ 

握
り
飯
】
を
も
た
れ
ば
、
い
か

て
午
後
に
し
て
旅
館
に
は
着
か
ん
と
て
、
い
ふ

せ
き
【
い
ぶ
せ
き  

む
さ
く
る
し
い
】
店
に
入
り
て
、

酒
な
と
あ
つ
ら
へ
て
呑
み
つ
ゝ
掬
飯
を
食
ふ
。

雨
は
雨
衣
を
徹
し
て
全
身
濡
れ
そ
ほ
ち
た
る

も
、
酒
の
余
徳
に
て
湯
気
の
立
ち
昇
る
は
、
不

動
尊
と
や
人
見
る
ら
ん
か
し
。
久
し
く
い
古
ひ

【
憩
い
】
て
、
十
二
時
を
待
ち
て
下
館
に
入
り
、

堺
屋
に
着
く
。
新
巴
と
組
み
て
受
け
負
ひ
た
り

と
云
へ
は
、
間
割
【
部
屋
割
り
】
な
と
終
へ
て
新

巴
に
赴
く
。
此
処
は
仕
出
し
屋
を
兼
ね
た
れ
は
、

美
姫
も
見
え
、
鮎
の
尺
は
か
り
な
る
か
焼
き
て

弁
慶
【
串
刺
し
に
し
て
焼
い
た
魚
な
ど
を
刺
す
、
藁
を
束
ね
た

も
の
】
に
さ
し
た
る
も
あ
り
。
是
に
て
一
酌
と

思
へ
と
心
に
任
せ
す
。
生
徒
の
室
は
二
階
に
て
、

八
畳
三
間
に
六
畳
一
間
に
て
、
凡
て
【
す
べ
て
】

打
ち
通
【
ぬ
】
き
な
り
と
い
へ
ば
、
別
に
間
割

の
要
な
く
て
、
他
に
職
員
室
一
間
を
取
り
て
帰

り
ぬ
。…

…

。
翌
十
七
日
は
本
隊
は
中
禅
寺
湖

に
詣
つ
る
な
り
。
我
は
度
々
に
な
り
ぬ
れ
は
、

め
つ
ら
し
か
ら
ん
方
々
に
見
せ
た
て
ま
つ
ら

ば
や
と
て
、
先
発
と
な
り
ぬ
。…

…

。
さ
て
本

隊
に
別
れ
て
、
途
に
て
物
な
と
買
ひ
て
、
停
車

場
に
往
き
た
る
に
、
今
汽
車
か
い
つ
れ
【
出
づ
れ
】

は
早
く
札
を
買
ひ
ね
と
云
ふ
。
小
山
迄
何
程
か

と
問
へ
ば
六
十
一
銭
な
り
と
い
ふ
。…

…

。【
小

山
の
宿
】
角
屋
に
至
り
て
宿
料
の
事
な
ど
定
め
、

間
割
な
と
割
付
け
、
隣
の
田
中
屋
か
一
半
を
引

受
け
た
り
と
云
へ
は
、
そ
古
に
行
き
て
見
る
に
、

八
畳
四
間
打
ち
通
き
な
れ
ば
、
別
に
間
割
の
必

用
【
必
要
】
も
な
く
て
、
教
員
室
丈
を
取
り
て
、

角
屋
に
帰
れ
は
早
正
午
な
れ
は
、
一
杯
催
し
て

掬
飯
を
終
り
、…

…

。
」 

 

予
約
を
受
け
た
宿
で
は
、
自
分
の
所
だ
け
で

収
容
仕
切
れ
な
い
場
合
に
は
、
近
隣
の
宿
に
も

引
き
受
け
て
も
ら
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

先
発
の
務
め
を
終
え
た
石
川
先
生
は
、
国
漢

の
大
家
だ
け
に
、
本
隊
を
待
つ
間
、
一
杯
傾
け

な
が
ら
漢
詩
や
和
歌
の
想
を
練
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。 

 

電
話
も
普
及
し
て
い
な
い
時
代
な
の
で
、
宿

舎
も
行
く
先
々
で
決
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。 

 
考
え
て
み
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
旅
人
は
、
全

て
飛
び
込
み
で
宿
を
求
め
、
宿
も
そ
れ
に
対
応

し
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
当
時
の
旅
館
で
も
同

じ
こ
と
が
で
き
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

た
だ
、
江
戸
時
代
で
も
、
大
名
の
参
勤
交
代

な
ど
、
大
人
数
(注)

の
場
合
に
は
、
宿
舎
や
人
馬

の
手
配
を
す
る
た
め
に
、
旅
行
に
先
立
っ
て
、

予
め
宿
場
に｢

先
触(
さ
き
ぶ
れ)｣

と
い
う
通
達

が
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
た
各
宿
場
で
は
、

宿
の
割
り
当
て
や
人
馬
の
手
配
を
し
て
お
き

ま
し
た
。 

旅
が
始
ま
る
と
、
行
列
か
ら
先
行
す
る
形
で

宿
割
り
を
担
当
す
る
家
臣
ら
が
宿
場
に
赴
き
、

準
備
を
さ
せ
て
い
た
の
で
す
。 

 

(注)

大
人
数 

 

参
勤
交
代
の
人
数
は
石
高
に
よ
って
定
め
ら
れ
て
い
た
。

例
え
ば
、
10
万
石
の
大
名
で
あ
れ
ば
、
騎
馬
武
者
10
騎
、

足
軽
80
名
、
中
間(

従
者)

140

～
150

名
ほ
ど
。
加
賀
百
万

石
と
称
さ
れ
た
加
賀
藩
の
場
合
で
は
、
全
体
で
2500

～
3000

名
、

多
い
時
で
4000

名
に
達
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

旅
の
趣
き 

 

土
中
生
た
ち
は
、
旅
館
の
無
い
所
で
は
、
寺

や
神
社
に
泊
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
も
簡

単
な
食
事
だ
け
は
用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。
1898

年
５
月
、
最
初
の
修
学
旅
行
で
宿
と
し
た
江
戸

崎
の
龍
承
寺
で
は
、 

｢
…
…

。
夕
飯
の
と
き

と
な
り
ぬ
。
膳
な
ど
も
と
よ
り
あ
る
べ
き
は
づ

も
な
し
。
一
包
の
握
飯
一
椀
の
味
噌
汁
こ
れ
を

珍
味
と
す
る
。…

…

。｣
(

『
進
修
第
１
号
』(

1900

年

1
月
発
行)｢

修
学
旅
行
記｣

２
年
根
本
亀
一
郎)

と
い

っ
た
様
子
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、「…

…

。

八
時
半
は
消
灯
の
時
間
な
り
。
雨
な
を
【
な
ほ 

尚
・
猶
】
や
ま
ず
、
は
じ
め
て
聞
く
な
る
読
経

の
声
、
木
魚
の
音
。
夜
ふ
く
る
迄
夢
覚
ま
さ
ぬ

は
こ
れ
も
旅
寝
の
一
興
ぞ
か
し
。…

…

。｣ (｢

修

学
旅
行
記｣

)

と
、
待
遇
の
悪
さ
を
気
に
か
け
る

様
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
で
の
食
事
も
一
汁

一
菜
が
当
た
り
前
で
し
た
か
ら
、
食
事
も
そ
れ

ほ
ど
粗
末
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。「…

…

。
ま
た
【
鹿
島
灘
の
】
海
岸
に
出
で
し

に
、
山
の
如
き
大
波
の
打
ち
砕
く
る
様
、
白
玉

の
如
く
白
雪
の
如
く
、
其
面
白
さ
筆
に
尽
し
が

た
し
。
大
波
に
の
こ
さ
れ
し
、
い
と
奇
【
め
ず
】

ら
し
き
貝
殻
丘
を
な
し
、
山
住
に
馴
れ
し
吾
等

の
目
に
は
、
こ
よ
な
く
珍
し
け
れ
ば
、
美
し
き

も
の
四
つ
五
つ
、
拾
ひ
取
り
て
【
宿
に
】
帰
り

来
れ
ば
、…

…

。｣
(

『
進
修
第
１
号
』｢

秋
期
修
学

旅
行
を
記
す｣

１
年
小
井
戸
浅
二)

と
、
見
る
も
の
聞

く
も
の
、
全
て
が
物
珍
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

し
か
し
、
５
日
間
も
親
元
を
離
れ
た
、
行
軍

続
き
の
旅
は
、
中
学
１
・
２
年
生
に
は
か
な
り

き
つ
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
我

が
家
に
帰
り
着
く
と
ほ
っ
と
し
た
気
分
に
な

っ
た
よ
う
で
、
小
井
戸
は
、
そ
の
旅
行
記
を
、

「…
…

。
土
浦
に
入
り
、
列
を
解
き
て
家
に
帰

第１８８号

号号 

号 

号 

 

号 

土浦中学校の修学旅行 １ 
 土浦中学校の修学旅行は、開校２年目の 1898［明治 31］年の春から
始められました。途中、実施されなかった年もありますが、1942［昭
和 17］年まで続けられ、土中生たちが一日千秋の思いで待ち望む学校
行事となっていました。 
 引用文中の旧字体は新字体に改めました。【  】は筆者による注記
です。 
なお、中１回生の修学旅行は本紙第 155号で、３回生と８・９回生

の霞ヶ浦周回旅行は第 157号で紹介しています。 

（土浦一高・旧土浦中学とその周辺の物語） 

2025（令和７）年 4 月 15 日   

茨城県立土浦第一高等学校 

進修同窓会旧本館活用委員会

ＨＰhttp://www.sin-syu.jp/ 

 

2024（令和６）年６月１８日   
茨城県立土浦第一高等学校  
進修同窓会旧本館活用委員会  
ＨＰ  http:www.sin-syu.jp/ 
 

進修同窓会 HP にアクセス 



  

 

東郷元帥の書「質実剛健」（左、本校所蔵） 
東郷元帥（右） 

れ
ば
、
家
の
者
ど
も
打
喜
び
て
出
迎
へ
、
弟
の

水
汲
み
来
り
て
、
足
洗
へ
よ
と
云
ふ
も
喜
し

【
嬉
し
】
。
足
打
ち
洗
ひ
て
、
座
敷
に
上
れ
ば
、

心
も
ゆ
る
や
か
に
思
は
れ
、
蘇
生
の
思
ひ
あ
り

き
。
先
づ
衣
を
き
か
へ
、
座
敷
の
上
に
て
、
弟

と
妹
と
に
途
中
の
話
な
ん
ど
、
問
は
れ
つ
、
語

り
つ
、
拾
ひ
取
り
し
貝
殻
や
、
松
を
出
し
て
示

せ
ば
、
こ
は
珍
ら
し
と
打
喜
び
て
、
よ
く
こ
そ

持
ち
来
れ
る
な
ど
云
は
る
ゝ
も
嬉
し
。…

…

。｣
(
｢

秋
期
修
学
旅
行
を
記
す｣) 

と
、
結
ん
で
い
ま
す
。 

  

1905

［
明
治
38
］
年
10
月
23
日 

連
合
艦
隊
観
艦
式 

  

土
浦
中
学
校
の
修
学
旅
行
は
、
1900

年
か
ら
は

年
１
回
と
な
り
、
行
き
先
は
概
ね
、
１
年
生
は

県
北
の
水
戸
・
大
洗
・
常
陸
太
田
、
２
年
生
は

鹿
島
・
香
取
・
成
田
・
佐
倉
・
銚
子
、
３
年
生

は
日
光
、
４
年
生
は
横
須
賀
・
鎌
倉
、
５
年
生

は
仙
台
・
松
島
方
面
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

横
須
賀
で
は
、
海
軍
鎮
守
府
・
海
軍
工
廠
・

造
船
所
・
海
軍
機
関
学
校
な
ど
を
訪
れ
る
と
と

も
に
、
軍
艦
へ
の
乗
船
見
学
も
し
て
い
ま
す
。

(

1908

年
に
は
、
世
界
一
周
航
海
の
途
上
、
寄
港
中
で
あ

っ
た
ア
メ
リ
カ
大
西
洋
艦
隊
旗
艦
・
戦
艦
「
コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
」
に
も
乗
船
し
て
い
ま
す
。) 

 

海
軍
側
で
は
、
将
来
の
士
官
候
補
生
た
ち
に

対
し
、
士
官
が
懇
切
な
案
内
・
説
明
を
し
て
い

ま
す
。 

 

1904

年
に
は
、
日
露
戦
争
の
た
め
に
実
施
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
翌
1905

年
９
月
５
日
の
ポ
ー

ツ
マ
ス
条
約
調
印
に
よ
り
日
露
戦
争
が
終
わ

る
と
、
早
速
、
修
学
旅
行
も
復
活
し
、
10

月
19

日
か
ら
４
泊
の
予
定
で
、
３
・
４
・
５
年
生
は

合
同
で
、
東
京
・
湘
南
方
面
に
足
を
延
ば
し
ま

し
た(

１
・
２
年
生
は
、
鹿
島
・
銚
子
・
佐
原
・
成
田

方
面)

。
19

日
東
京
、
20

日
鎌
倉
、
21

日
横
須

賀
と
巡
っ
て
き
た
一
行
は
、
22

日
の
12

時
半
に

は
横
浜
吉
田
町
中
村
屋
旅
館
に
到
着
し
ま
し

た
。
す
る
と
、｢

午
後
九
時
半
迄
自
由
散
歩
を

許
す
。｣

更
に
、｢

明
日
の
帰
校
を
延
期
し
て
明

日
は
川
崎
附
近
に
て
観
艦
式
を
拝
観
し
て
後
、

東
京
に
一
泊
す
べ
し
。｣

(

『
進
修
第
７
号
』｢

修

学
旅
行
記｣

記
事
係
５
年
山
口
松
男
・
中
５
回
、
４
年

藤
井
源
之
助
、
３
年
松
浦
憲
重
郎)

と
の
命
令
が
下

り
ま
し
た
。
23

日
に
は
、
帰
還
し
た
連
合
艦
隊

の
観
艦
式
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
生
徒

た
ち
は
、｢

…
…

。
快
な
れ
や
、
あ
ゝ
こ
の
楽

し
き
旅
行
は
一
日
を
延
ば
し
て
、
快
壮
極
ま
る

晴
れ
の
観
艦
式
を
見
ら
る
ゝ
事
か
と
思
へ
ば
、

嬉
し
さ
に
堪
へ
ら
れ
ず
、
飛
ん
で
廻
り
た
き
程

也
。…

…

。｣
(
｢

修
学
旅
行
記｣

)

と
、
喜
び
に
溢

れ
、
思
い
思
い
に
市
内
見
学
に
出
掛
け
ま
し
た
。

そ
の
日
、
横
浜
で
は
各
戸
に
連
合
艦
隊
司
令
長

官
東
郷
平
八
郎
海
軍
大
将
歓
迎
の
国
旗
が
掲

げ
ら
れ
、
観
艦
式
見
物
の
人
や
大
将
出
迎
え
の

人
々
で
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
、
15

時
40

分
に
横
浜
駅
に
到
着
し
た
東
郷
大

将
を
出
迎
え
、｢…

…

。
英
姿
堂
々
た
る
そ
の

温
顔
よ
、
吾
人
が
世
界
の
偉
人
と
し
て
畏
仰
し

て
措
か
ざ
り
し
と
こ
ろ
の
東
郷
大
将
の
顔
容

に
接
し
た
る
吾
人
の
満
足
は
、
何
を
以
て
か
之

に
代
へ
む
。
英
姿
は
次
第
に
遠
く
、
其
影
の
見

え
ず
な
る
ま
で
、
吾
人
は
無
限
の
感
に
打
た
れ

て
万
歳
を
連
呼
し
た
り
き
。…

…

。｣
(｢

修
学
旅

行
記｣

)

と
、
感
激
に
浸
り
ま
し
た
。 

外
出
許
可
は
21

時

半
ま
で
で
し
た
が
、

生
徒
た
ち
の
多
く
は
、 

長
旅
の
疲
れ
か
、
明
日

の
早
立
ち
の
た
め
か
、

20

時
頃
か
ら
床
に
就

こ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
中
村
屋
旅

館
の
待
遇
は
、 

｢
…
…

。
さ
て
、
中

村
屋
の
事
に
つ
き
て

は
一
言
し
置
か
ざ
る

べ
か
ら
ず
と
い
ふ
次

第
は
、
中
村
館
は
や
つ

と
の
事
に
て
見
当
り

し
旅
屋
也
。
明
二
十 

三
日
の
観
艦
式
の
た

め
宿
泊
す
る
も
の
夥 

【
お
び
た
だ
】
し
く
到 

底
旅
館
に
は
泊
さ
れ 

ま
じ
。
野
宿
は
覚
悟
の
上
と
て
来
り
し
そ
の
案

外
に
、
先
発
川
澄
【
宗
二
郎 

書
記
・
社
会
在
職
1905

年
～
1929

［
昭
和
４
］
年
】
教
師
の
非
常
な
る
尽
力

に
よ
り
て
、
頗
る
窮
屈
な
が
ら
も
こ
ゝ
に
宿
る

を
得
し
は
、
実
に
幸
い
な
り
し
也
。
外
の
旅
館

は
一
の
空
室
も
な
き
迄
に
な
り
た
る
よ
り
察

す
れ
ば
、
百
五
十
の
一
行
が
一
旅
館
に
泊
す
る

事
を
得
た
る
は
実
に
川
澄
教
師
の
労
多
き
に

依
る
を
思
へ
、
一
行
は
幾
多
の
感
謝
を
川
澄
教

師
に
払
う
べ
き
も
の
あ
り
。
さ
て
そ
の
窮
屈
な

り
と
い
ふ
は
十
二
畳
の
座
敷
に
、
五
年
級
四
年

級
凡
そ
八
十
名
が
外
套
の
ま
ゝ
に
て
、
頭
と
足

と
突
き
合
せ
て
、
ッ
と
の
事
に
て
一
睡
し
た
る

を
以
て
知
る
べ
き
、…

…

。｣

と
、
い
う
よ
う

な
凄
ま
じ
い
も
の
で
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
、

｢
…
…

。
ま
た
こ
れ
一
種
の
詩
味
を
感
ぜ
ず
や
、

…
…

。｣
(
｢

修
学
旅
行
記｣

)

と
、
半
ば
達
観
の
境

地
に
達
し
て
い
ま
す
。 

 

翌
23

日
は
、
大
騒
ぎ
の
う
ち
に
３
時
半
起
床
、

寝
ぼ
け
眼
で
４
時
半
に
朝
食
を
済
ま
せ
、
あ
わ

た
だ
し
く
横
浜
駅
へ
。
潮
の
ご
と
き
人
波
に
捲

か
れ
つ
、
押
さ
れ
つ
、
ま
る
で
狂
気
の
如
く
に
、

改
札
口
よ
り
、
走
り
出
て
、
辛
く
も
列
車
に
乗

り
込
み
、
６
時
10

分
に
川
崎
駅
着
。
駅
か
ら
整

然
と
行
軍
を
し
て
、
６
時
35

分
に
は
海
岸
の
堤

防
の
上
に
到
着
。
設
け
ら
れ
て
い
た
芝
生
の
席

に
座
を
占
め
る
と
、
そ
こ
か
ら
100

余
艘
の
大
小

の
艨
艟(

も
う
ど
う 

軍
艦)

、
厳
然
と
し
て
浮
か
び
、

満
艦
飾
を
施
し
て
、
威
風
堂
々
、
海
を
圧
し
た

る
戦
勝
艦
隊
が
見
渡
せ
、｢

絶
世
の
壮
観
な

り
。｣

と
の
言
葉
以
外
に
形
容
の
仕
様
が
あ
り

ま
せ
ん
。
10

時
10

分
、
観
艦
式
が
始
ま
り
ま
し

た
。｢…

…

。
こ
の
時
遙
か
に
、
一
発
の
号
砲
、

爆
然
大
空
に
響
き
渡
る
や
、
百
余
の
艦
船
、
こ

れ
に
応
じ
て
礼
砲
を
発
射
し
、
轟
々
と
し
て
天

空
を
圧
し
、
天
柱
砕
け
、
地
軸
破
れ
ん
と
す
る

ば
か
り
。 

砲
烟
は
濛
々
と
し
て
海
上
に
漲
り
、

艦
体
為
め
に
隠
れ
、
隠
現
鬼
没
た
り
。
あ
ゝ
こ

の
盛
観
よ
、
世
界
有
史
以
来
の
日
本
海
の
大
海

戦
も
か
く
あ
り
し
か
と
疑
は
る
ゝ
許
り
な
し
。

皆
快
哉
を
叫
び
、
喜
悦
満
面
に
溢
れ
、
底
止
【
や

む
こ
と
。
終
わ
り
ま
で
行
き
着
い
て
止
ま
る
こ
と
】
す
る
所

を
知
ら
ざ
る
も
の
ゝ
如
し
。…

…

。｣
(｢

修
学
旅

行
記｣

)

と
、
歴
史
的
光
景
を
目
撃
し
た
喜
び
に

浸
っ
て
い
ま
す
。
が
、
艦
隊
は
横
浜
沖
に
並
ん

で
停
泊
し
て
い
る
だ
け
で
、
艦
隊
運
動
を
す
る

様
子
は
あ
り
ま
せ
ん
。
朝
か
ら
４
時
間
も
眺
め

て
い
れ
ば
、
さ
す
が
の
生
徒
た
ち
も
飽
き
て
き

ま
す
。 

10

時
半
に
は
先
生
方
よ
り
、｢

随
意
東
京
に

赴
く
を
許
す
。｣

と
の
指
示
が
あ
り
、
殆
ど
の

生
徒
た
ち
は
、
東
京
を
目
指
し
て
出
発
し
ま
し

た
。
船
体
を
飾
る
夜
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

見
よ
う
と
残
っ
た
の
は
、
石
田
悟
雄(

英
語 

在

職
1900

年
～
1905

年
12
月)

、
名
越
時
孝(

国
語 

在
職
1899

年
～
1908

年)

、
中
山
庄
一
郎(

中
１
回 

国
語 

在
職

1903

年
～
1908

年)

の
３
先
生
と
５
年
生
の
市
村
・
廣

瀬
・
皆
川
・
額
賀
な
ど
の
ほ
か
数
名
に
過
ぎ
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 

生
徒
た
ち
は
、
東
京
へ
向
か
い
ま
し
た
が
、

川
崎
駅
は
大
混
雑
、
列
車
は
超
満
員
、
や
む
な

く
品
川
ま
で
歩
い
た
者
も
い
ま
し
た
。
４
・
５

年
生
は
本
郷
湯
島
の
今
田
屋
旅
館
、
３
年
生
は

外
神
田
の
大
黒
屋
に
宿
泊
し
、
４
・
５
年
生
は

23

時
ま
で
、
３
年
生
は
22

時
ま
で
の
外
出
が
許

可
さ
れ
、
疲
労
困
憊
で
し
た
が
、
旅
は
今
夜
限

り
、
凱
旋
に
沸
き
立
つ
都
の
盛
況
を
見
な
い
の

は
愚
の
骨
頂
、
と
各
自
思
い
思
い
に
夜
の
東
京

に
繰
り
出
し
た
の
で
す
。 

 

翌
24

日
は
、
当
初
の
予
定
に
は
な
い
日
で
し

た
の
で
、｢

午
後
３
時
迄
自
由
行
動
を
許
す
。

３
時
に
は
上
野
停
車
場
に
集
合
す
べ
し
。｣

と

の
命
令
が
出
さ
れ
、
今
日
を
限
り
と
各
自
勝
手

気
ま
ま
な
行
動
を
採
り
ま
し
た
が
、
記
事
係
は
、

上
野
公
園
で
開
か
れ
た
東
郷
大
将
の
歓
迎
会

に
出
向
き
、
そ
の
記
事
で｢

修
学
旅
行
記｣

を
結

ん
で
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
の
修
学
旅
行
は
、
明
治
40

年
代
に
入

る
と
、
１
年
生
県
北
、
２
年
生
東
京
、
３
年
生

鎌
倉
・
横
須
賀
、
４
年
生
日
光
、
５
年
生
箱
根

の
コ
ー
ス
が
採
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
正
３

年
頃
ま
で
続
き
ま
し
た
。 
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